
漁　　港 242 33,037,441 240 32,643,342 98 230

漁港海岸 11 33,784,333 11 28,948,594 73 4

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 67,320,654 253 62,090,816 86 236

498,880

進捗状況
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率
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（千円）

令和元年11月30日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、86％となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            （令和元年11月30日現在）
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１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況 

• さっちゃんNEWS part１ 

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★ 

 「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑顔を（県外、世界

に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを盛り上げ、復興に向けた県民と一体

感のある取組を展開し、岩手のあるべき未来に追いつく復興を推進する取組みです。 

＜尾﨑眞・一代夫妻がいわて農林水産振興協議会会長表彰授与＞ 
  
  

 令和元年12月20日開催のいわて農林水産躍進大会 
(いわて農林水産振興協議会・岩手県の共催)において、 
大船渡市漁協（末崎支所）所属の尾﨑眞・一代夫妻が 
いわて農林水産振興協議会会長表彰のうち意欲ある 
担い手賞を受賞され、表彰式が行われました。同賞は、 
県内で優れた経営を行い地域農林水産業の貢献度が 
大きい農林水産業者や組織に贈られる賞です。 
 尾﨑夫妻は、地域ではトップクラスの養殖施設台数を
管理し、新技術の養殖ワカメ半フリー種苗をいち早く取
入れるなど、作業の効率化や品質向上に努めているほか、
地元の末崎中学校の養殖ワカメに関する総合学習で積極
的に指導するなど、長年の取組みが評価されました。 

＜（一社）栽培漁業協会で稚アユ初出荷＞ 
 
  

 （一社）岩手県栽培漁業協会では、12月26日に南部馬淵川漁協に20万尾の稚アユを
初出荷しました。本稚アユは、９月中旬に同漁協から搬入された親魚から採卵され、体重 
約0.6ｇまで大事に育てられた稚魚です。 
 今後、盛川漁協や下安家漁協等、県内外に合計600万尾が出荷される予定です。 



数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

28,686 4,357,698 35,898 5,606,665 52,634 5,789,256 80 78 55 75

令和2年度に巻揚機1件の整備が予定されています。

震災前
（H20～H22の平均)

前年比
（H30/H29)

(１)　共同利用施設等の復旧状況

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（平成31年1月1日から令和元年11月末累計）

漁協や各漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

令和元年 平成30年

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況 

｢さけの子さっちゃん｣は、 
大船渡水産振興センターの 
PRキャラクターです 

  『復興板』に関するお問い合わせ先 

沿岸広域振興局水産部 

 大船渡水産振興センター 〔担当 宮田〕 

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階 

        TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229 
        E-mail:BG0004@pref.iwate.jp 

 出典：いわて大漁ナビ 
 平成31年1月から令和元年11月までの大船渡市魚市場の水揚量は28,686トンで、昨年の 
約８割、震災前の約６割でした。主な水揚げ魚種は、サバ類(6,443トン、5億1千5百万円)、 
イサダ(5,590トン、2億8千万円)、サンマ(5,622トン、17億1千万円)などでした。 
 なお、12月27日現在のサンマの水揚量は6,133トン、サケの水揚量は77トンで、昨年 
同期の水揚量と比較すると、サンマは35％、サケは20％と低調となっています。 

• さっちゃんNEWS part2 

＜細浦に海底設置型フラップゲート本体据付け（国内初！）＞ 
 

 岩手県は、大船渡漁港海岸高潮対策（細浦水門） 
工事において、12月９日に日本初の海底設置型 
フラップゲートの据え付け工事を行いました。 
 船の航路確保や景観面を配慮して、普段は扉体が 
海中にあり、津波襲来時に係留フックが解除される 
と浮力により無動力で扉体を浮上させる仕組みです。 
 今回据え付けを行ったのはフラップゲートのうち 
本体（函体）のみで、令和２年３月に扉体を据え付け、 
令和２年度内に工事全体が完了する予定です。  

港外側 港内側 

平常時 
津波来襲 
（押し波） 

津波来襲 
（引き波） 

港外側 港内側 港外側 港内側 


